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● ⾚外分光計測によりコンクリートの化学劣化要因を特定
● 広い範囲での時系列的な化学劣化を⼀括可視化
● 可搬型遠隔計測装置で様々な環境のコンクリート構造物診断に対応

研究のねらい

研究内容

社会・産業インフラにおけるコンクリート構造物の劣化状況を定量的に評価するには、従来、コア抜きな
ど直接サンプルを取得し計測する必要がありました。サンプル取得のために危険な箇所に⾜場を組んだり、
多くの⼈員の確保が必要であったり、計測に時間が掛かるなどの従来⼿法の課題を解決する評価技術として、
遠隔計測でコンクリートの劣化由来特定、劣化状況の定量解析をすることができる「⾚外分光を利⽤したコ
ンクリート構造物診断技術」の開発を進めています。劣化進展が速い⼯場や海岸近傍のコンクリート構造等
の迅速診断を可能にします。

コンクリート構造物の主要な劣化要因である硫化、
塩害、中性化、アルカリ⾻材反応（ASR）等を⾚外
分光を⽤いた化学分析により、時系列計測できるシ
ステムを構築しています。

遠隔計測可能な⾼感度⾚外分光計測装置を開発し、
可搬型の試作機でフィールドテストを実施していま
す。また、劣化の進⾏具合を可視化するためのイ
メージング技術や現場で使える⾃動解析⼿法も併せ
て開発しています。
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（コア抜きなど）

開発⼿法
（⾼感度遠隔⾚外分光）

接近
⇒⾜場の設置（コスト、

交通規制、危険性）

物理的分析
⇒修復不可能なほど

痛んで初めて判別

遠⽅
⇒⾜場・交通規制不要、

安全確保、短時間

化学分析
⇒劣化を初期段階で判

別可能、定量的

インフラコンクリート構造物診断技術⽐較

危険箇所の定量提⽰ 劣化進⾏度合の可視化計測の様⼦ 塩害が⽣じやすい場所の可視化
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